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令和 ２年１０月 １日 

 認知症サポーターキャラバン「わがまちの認知症サポーターの活動
 事例」にて市内認知症カフェが優秀賞を受賞 

市では認知症サポーターの皆さんが日常生活の中で困っている高齢者を見かけた

際に、積極的な声かけを行い、高齢者を地域全体で温かく見守っていくことを目指し

「松戸市あんしん一声運動」を展開しています。 

その中でも認知症の人とその家族を実践的に支えるボランティアが「オレンジ協力

員」の皆さんです。 

このたび全国キャラバン・メイト連絡協議会主催「認知症サポーターキャラバン 

令和元年度表彰式・報告会 わがまちの認知症サポーターの活動事例」にて市内の 

認知症カフェ「栗カフェ」が「毎週必ず安心して集える居場所」として高い評価を 

受け、優秀賞を受賞されました。「栗カフェ」はオレンジ協力員の皆さんが地域包括

支援センターと連携して運営しています。 

当初３月に予定されていた本表彰式はいったん７月に延期されましたが、 

新型コロナウィルス感染症の感染拡大により残念ながら開催中止となりました。 

そこで松戸市では、以下のとおり独自に表彰式を開催し、同協議会からの表彰状と

バッジを「栗カフェ」の皆さんに贈呈させていただきます。 

【表彰式】 
日 時 令和２年１０月６日（火）１３時から

場 所 旭神経内科リハビリテーション病院４階 多目的室

出席者 小金原地域包括支援センター管理者・旭 俊臣先生

小金原地域包括支援センター職員：織田 尚子、三浦 眞弓、橋 縁、 

元田 八千代、矢島 恵理子 

オレンジ協力員：中村恒久、松島美、市村秀夫、神戸玲子

この他、当カフェに通う認知症当事者の方（２名）も出席します 

【参考】認知症カフェとは 
認知症カフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、介護や福祉の専門職など 

誰でも気軽に集える場所のことです。国の認知症施策の一環として２０１２年から 

推進されており、市内に２１か所あります。 

「栗カフェ」は、地域包括支援センター職員の「認知症の人もそうでない人も気軽

に安心して集える場所を作りたい」という気持ちから、平成３０年１０月に小金原 
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地域包括支援センターの一室を利用して設置されました。 

 医療法人と連携した専門職による手厚い試みもあり、今では認知症当事者の方が 

参加者の半数を占める、文字通り人が人を呼び、週に１回「誰もが安心して集える 

居場所」として存在しています。 

 令和２年度からは新型コロナウィルス感染拡大による状況を鑑み活動を休止して

おりましたが、１０月以降、新たに敷地内の農場を交流の場として形を変えての活動

再開を予定しています。 

【問い合わせ先】 
福祉長寿部高齢者支援課　☎０４７－３６６－７３４３
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栗カフェ

毎週水曜日１３：００～１５：００
無料です

松戸市栗ヶ沢789-22

TEL047-383-3111

松戸市小金原地域包括支援センター

お茶を飲みながら、囲碁・

将棋・編み物など好きなこ

とをする場所

みんなでお話ししましょう。

どなたでもお気軽に

ウォーキングがてら

参加して下さい。

そば福

セブン

イレブン

駐車場

栗ヶ沢

ディホーム

旭神経内科

リハビリテーション病院

※現在は活動休止
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参考資料①  令和２年２月７日

松戸市小金原地域包括支援センター「栗カフェ」  御中 

特定非営利活動法人 
地域ケア政策ネットワーク

全国キャラバン・メイト連絡協議会
事務局長・菅原 弘子

認知症サポーターキャラバン 令和元年度 表彰式・報告会
［わがまちの認知症サポーターの活動事例］ 

表彰について【お願い】←コロナ禍により開催中止

「認知症サポーターキャラバン」事業につきましては、平素より格別のご高配を賜り、

厚くお礼申し上げます。

さて、先日ご連絡いたしました通り、ご応募いただきました［わがまちの認知症サポー

ターの活動事例］につきまして、表彰が決定いたしましたが、つきましては、令和 2 年 3

月 9 日（月）に開催いたします「認知症サポーターキャラバン 令和元年度 表彰式・報告

会」にて表彰を行いますので、お越しくださいますようお願いいたします。

何卒よろしくお取りはからいくださいますようお願い申し上げます。

受賞団体名： 松戸市小金原地域包括支援センター「栗カフェ」
受賞タイトル：毎週必ず安心して集える居場所「栗カフェ」 

★表彰内容（優秀賞）★

選考理由：オレンジ協力員（専門職とともに活動をする認知症サポーター）と地域包括支援セン

ターの連携により週 1 回必ず開催されるカフェとして、利用者の生活にリズムを与える役割を果

たす。メンバーの半数は認知症の人で、何をして過ごすかは自分たちで決め、クイズや手品を

披露するなど、特技や趣味を生かし、生きがいを得られるしくみとなっている。 

近所付き合いの延長線上で参加者誰もが立場の垣根なく楽しみながら、必要に応じて専門職へ

の相談もできる居場所となっており高く評価される。 

特定非営利活動法人 地域ケア政策ネットワーク 
全国キャラバン・メイト連絡協議会 事務局 
〒162-0843 
東京都新宿区市谷田町2-7-15  
市ヶ谷クロスプレイス4階 
TEL 03-3266-0551 FAX 03-3266-1670 
E-mail caravanmate@orange.email.ne.jp 
事務局事務担当
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